
第２回会議の開催状況
第１ 開催月日

令和５年１０月１７日（火）

第２ 出席者

大分県公安委員長

協議会 委員 ８名

警察署 署長、副署長、津久見幹部交番所長、総務課長、会計課長、

生活安全課長、地域交通課長、刑事課長、警備課長 ９名

第３ 議事の概要

１ 業務重点の推進状況の説明等

警察署から

・管内の治安概況

・今後の協議会の開催計画

について説明がなされた。

２ 諮問事項の検討

諮問事項「安全・安心なまちづくり方策」について、総合的な犯罪抑止、

子供・女性・高齢者の安全確保、交通死亡事故・重傷事故の抑止等の観点から検

討がなされた。

３ 管内概況等に関する意見

(1) 自転車乗車時におけるヘルメット着用について

委員から「学校近くで見回り活動を行っている中で、自転車乗車時にヘルメ

ットを着用していない人を見かける。学生は着用しているが、特に高齢の女性

は着用率が低いので、なぜヘルメットが必要なのかを効果的に呼びかけてほし

い」旨の意見がなされ、警察から「大分県は着用率が全国２位ではあるものの、

学生の着用率は高く、大人は低いので、ご意見を参考にし、効果的な呼びかけ

活動を推進していきたい」旨の説明がなされた。

(2) 臼津バイパスの渋滞に関して

委員から「臼津バイパスの渋滞に関して、信号のサイクルを変えるなどの対

策を考えてほしい」旨の意見がなされ、警察から「一概に信号のサイクルを変

えることのみで渋滞が解消されるわけではないので、今後、各関係機関と協力

していきながら、渋滞改善に努めていきたい」旨の説明がなされた。

(3) 信号機のない横断歩道に関して

委員から「信号機のない横断歩道を渡ろうとした時に、車が止まってくれな

いことがあった。中には加速していくような車もあるので、ドライバーに対し

ての広報啓発活動に努めてほしい」旨の意見がなされ、警察から「引き続き、

横断歩道における歩行者妨害取締りや広報啓発活動を積極的に努めていきたい」

旨の説明がなされた。

(4) 不審者情報に関して

委員から「警察が行う不審者に関する情報提供時において、可能であれば、

その理由や具体的な危険性を教えて欲しい」旨の意見がなされ、警察から「具

体的にお伝え出来るような内容に関しては、まもメール等により、積極的に発

信していきたい」旨の説明がなされた。


